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秋冷の候，皆様には，ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。

日頃から，本校の教育活動に対しまして，深い御理解と御協力をいただいておりますことに，心よりお

礼申し上げます。

さて，本校では国語科を窓口として「豊かに表現し，高め合う子どもの育成 ～主体的に考え，学び合

う国語科の授業づくりを通して～」を研究主題に設定し実践研究を進め３年目のまとめの年となります。

また，今年度は，課題解決型授業に関する調査研究プロジェクトの北海道実践推進校となり，いわゆる

アクティブ・ラーニングに関する研究も進めてきました。

今までの研究の成果を発表し，多くの方々に御指導，御示唆をいただきたく思い，御多用中とは存じま

すが御案内を申し上げます。
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校 長 中 山 雅 文

研 究 主 題

『『 豊 か に 表 現 し ， 高 め 合 う 子 ど も の 育 成豊 か に 表 現 し ， 高 め 合 う 子 ど も の 育 成 』』
～主体的に考え，学び合う国語科の授業づくりを通して～～主体的に考え，学び合う国語科の授業づくりを通して～

研 究 仮 説

これまでの研究で積み上げてきた研究内容や先行実践を財産に，丁寧な教材分析を行う。

単元を貫く言語活動を中核に，言語活動を通して確かな力を身に付ける単元を構成し，主体

的に考え，学び合う指導方法の改善をすることで，「豊かに表現し，高め合う子ども」を育成す

ることができるだろう。

研 究 内 容

【研究内容１】 【研究内容２】【研究内容１】 【研究内容２】
言語活動を通して，確かな力を身に付ける単元構成の工夫 主体的に考え，学び合う指導方法の改善

１ 単元における指導事項を明確にする。 １ 子どもの学習意欲を高めるオリエンテーションを工夫する。

２ 身に付けたい力を育成できる「単元を貫く言語活動」を設定する。 ２ 一人一人が自分の意見をもつ場面を設定する。

３ 単元を貫く言語活動と各授業場面における言語活動を有機的に関連付け ３ 目的に応じた学び合いの手法を選択する。

る。 ４ 学び合い（子どもの思考）を可視化する。

４ 学びを実感できる見通しと振り返りを設定する。 ５ 主体的な学び合いを支える発問を工夫する。

期 日 平 成 ２ ７ 年 １ １ 月 ６ 日 （ 金 ）

平成２７年度北海道教育委員会「課題解決型授業(アクティブ・ラーニング)に関する調査研究プロジェクト」実践推進校



【公開授業Ⅰ】８：４５～９：３０ ☆印は単元の導入部分（オリエンテーション）の授業

学年・組 場 所 単 元 名 「教 材 文」 分科会 授 業 者

１年１組☆ １階 こえに だして よもう「くじらぐも」（読） 低学年 吉 野 麗

音読げきをしよう「お手紙」（読） 低学年
町 田 涼 介

２年１組☆ １階
久 保 真美絵

３年１組◎ ２階 せつめいのくふうについて話し合おう「すがたをかえる大豆」（読） 低学年 米 澤 德 之

５年１組☆ ３階
伝記を読んで，自分の生き方について考えよう

高学年 木 村 伸 一
「百年後のふるさとを守る」（読）

筆者のものの見方をとらえ，自分の考えをまとめよう
６年１組◎ ３階

「『鳥獣戯画』を読む」（読）
高学年 平 井 靖 子

くりの木（知的） １階 かたかなでかくことば 「かたかなをさがそう」（国語） 特別支援 小 林 博 子

【公開授業Ⅱ】１０：１５～１１：００ ◎は学び合いを中心とした授業

学年・組 場 所 単 元 名 「教 材 文」 分科会 授 業 者

１年２組◎ １階 こえに だして よもう「くじらぐも」（読） 低学年 須 郷 純 弥

２年２組◎ １階 音読げきをしよう「お手紙」（読） 低学年 宮 腰 唯 導

４年１組◎ ２階 読んで考えたことを話し合おう「ごんぎつね」（読） 高学年 宮 原 希美絵

５年２組◎ ３階
伝記を読んで，自分の生き方について考えよう

高学年 東 菜 摘
「百年後のふるさとを守る」（読）

鎌 田 隆 仙
さくら（情緒） ２階 「みんなでチャレンジ」（自立活動） 特別支援 古 賀 千 尋

山 口 美智代

〈低学年分科会〉 旭 川 市 教 育 委 員 会 教 育 指 導 課 指 導 主 事
〈高学年分科会〉 上 川 教 育 局 義 務 教 育 指 導 班 指 導 主 事分科会助言者分科会助言者

〈特別支援分科会〉 旭 川 市 教 育 委 員 会 教 育 指 導 課 指 導 主 事

8:20 8:45 9:30 9:45 10:05 10:15 11:00 11:15 12:20

1 1 月 6 日 ( 金 ) 分科会
休憩 全体会 休憩 休憩 低学年分科会

日 程 受付 公開授業Ⅰ 公開授業Ⅱ 高学年分科会

移動 体育館 移動 移動 特別支援分科会

き り と り せ ん

旭川市立朝日小学校 平成２７年度『朝日の教育』実践発表会 参加申込書

市町村名（ ） 学校名（ ） 電話 （ ）

職 名 参 加 者 氏 名 参加分科会を◯で囲んでください

低学年分科会 ・ 高学年分科会 ・ 特別支援分科会

低学年分科会 ・ 高学年分科会 ・ 特別支援分科会

低学年分科会 ・ 高学年分科会 ・ 特別支援分科会

※この頁に必要事項をご記入の上そのままFAXしてください。＜FAX 0166-32-3205＞

案 内 図 ４条通り
39

号

５条通り 線

◎お車でお越しの 22 朝日小 21
際は，グラウン 丁 丁
ドに駐車してく 目 駐車場 目
ださい。 （グラウンド）

入口

６条通り

◎参加費は不要です。

◎参加を御希望の方は，１０月３０日（金）までに，

参加申込書に必要事項を御記入の上，郵送または

ＦＡＸ・メール等でお申し込みください。

旭川市立朝日小学校
〒０７８－８２１５
旭川市５条通２１丁目
電 話 ０１６６（３２）３２０４
ＦＡＸ ０１６６（３２）３２０５
メール：kyoutou@asahi.els.asahikawa-hkd.ed.jp


